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オタネ=ン ジンの林内栽培について

A cultivation of Panax Ginseng in forest.

林求び戦場札幌支場 

松 井 善 x 
横 i 長 藏

Yosm MATSUI and Cntzt, YOKOYAMA

まえがき

オクネニンジンはチョッセン= ンジンとして知られている業で, その根 

をﾡ北ﾡ村業と して中岡人や韓岡人が愛用 している。この= ンジンはバナキ 

シシ, パナキ"シな ど数種の成分からなり,これら の成分が冇機的に結合し 

て,一 カキ人休の 保温,ﾡ代謝を証旋にすナるものとされている。日本内地の 

オタネ=シジ ンの生確は,W和 8 4に 272,779 E,9750 (商m格を 150 
倍して現價格と した)で, 衛納総情府チな棄局の生細はこの10lに述して 

いた。オタネ=ンジ ンの日木内地におけるﾡは際め,長野の三ﾡが城 も多く, 

ついでぬﾡ, 北海道の順で, 本道のW和84の生細は2,224延であつた。 

飛以ポこの救州はN選し, 現在極めて不振の狀態にあるが,將來中國,納 

國への輸出の希望がかけられ,1び城される日 も近いと思う.

I生態と畑栽培

i) オク ネニンジンの自生地の環境： オクネ=ンジンは例北部,女那 

四北部などのImセ方の森林納に自生し, 夏季の冷涼な氣候と,ﾡ水がょく 

ﾡ林｛に高 んだ膨) 伏な土壌 と,適度な樹ﾡ と が:必で, 北西而の傾斜地が生 

有に適している。



ii) 加地における以 : オクネニンジンは役に4 〜Gの期川l を要L, 
14HKのM定施や, 約3回の三"卜犬ポル ドー液の撤個 年数网の除 率, 

花ﾡの揃心や, 晩の」:防止:のK.や, 羽作の除., 及び春の仲長期の根 

元への:寄せな ど, M到なﾡ那を愛する他, ::は前4の夏に多の州肥 を 

入れ,耕緑験地し,充分窩熟せ【め,消加して使用する。

I オタネニンジンの林内の簡易栽培

オタネニンジン朴内にﾡ生していろが,太には非常に予数が:かかるの 

で, 簡易な朴内城を秋み,そのル果を依討した。したのIはW和214ペ 

で, 総戒後の材ﾡの切iとてみに不備な当が:多い:,卜後の研究にまつこ 

ととし,成績の概要を紹介したい。

i) 以地 : 野幌地方は4小均氣混6.5C,P水ﾡ1200mm,tゴ:な 

ので, オクネ= ンジンの木ﾡ的以計地なるW図の『城附近の氣候にすれば, 

やや紙混, 多iで, 超上質を希び, 必すしも依件下でない。収したのは 

トドッ 大然林, ストロープマツ, カラマッ 林,=七アカシ ヤ朴の林で 

ある。トドマツ ハ然林は南而の緩斜地で,土城は城土で,排水, 通氣は上 

いが:, 肥料分に乏しい。ストロープマッ林は南面緩斜地で,何植に頗る'ホ'む 

肥沃な地壊上で,» ラ マッ 林は平上 II 地の地質上域で, カシ 林は排水の よ 

い傾斜miに接した不』地にあり,:域ぼはﾡTをﾡびている。 難桃朴はがの 

開舒か ら開葉 まで,.ま た秋季黄葉から ※葉 ま でのn期に欄林の関光派が4入 

する。

ii) 救操作 : 4内 を 耕板整地 し てW1mのあげとし, M/呼流の = 

ンジンの種子を折いて山掃化立てとした。播ﾡには和必規を川い,Jち5 
寸不方術の 1 Mの突起にょつて深さ1.5 寸內クトの穴を穿ち, これに 2 ～3本 

つ括和し, 希で床上を描きならして後土した。播砌アは落型腐植混入耕以 

w (下御Mを新略) 溶業除よﾡ板Kとし,こらはさらに 無肥Wと 施肥K 讎 

肥と して大M和1反ル常り換算15項, 従酸アンモ=5を施県, 羽年町 

酸 ンモ ニア 2貫目 を追肥する)のWつの採作と した。= ン ジンの播種 は時 

リが:運れて6上何となつたのと,耕校山後のなので,北域の分解と落ﾡ 

力: 悪い」•.に や 天が続 いたの で發芽が迎れ,成績が 不貴であつた。翌4これら 

のの米播和Wにﾡで成 した 1 年生の ニンジンを移植した。この床は前年 

に静緑してあるので,上壊が腐熟し,膨軟になつていた。このニンジンはほ 

年 2回除す る 程度で,無消毒の ま ま 放置 した。

iia) 移相 仕立の成績： 移植後 4 年を經過し,まだ收陵期には達しなか 

つた力:, 一部盜地にかかつたので,全部掘取つて成紐を劇べた。

表1 オタネ=ンジンの林内校ﾡ化立 て の&も

14牛の散依 4年目の益

林令 隣間

耕 ホ : 地 i サク ヤニンジンの槌
公作率 

(2%
肥料

胃翻 ift 徑 
(em)

兵 さ
(em)(g)

ストロープ* ッ林 414 0.9 除去 施 16.6 1.59 20.8 75
グ L 入 グ 13.3 1.34 18.9 32

=セブカシ"林 324 0.s グ 6.3 1.16 17.5 75
除去 4.5 0.96 16.7 71

シ ル ク 入 無 4.1 0.S6 16.4 74
カ クッ林 414 0.9 施 4.5 1.15 12.5 13
ト ド マツ林 犬然林 1.0 除 去 グ 3.5 0.82 17.1 25

粘上質のカラマッ林と ト ドマッ林の一•部及び肥沃なス トロープマツ朴の一 

部は病茵の被害を被り,根の白腐病 e のため逐年•消失したが, カシヤ# 

の被害は少なかった。落葉の摩いストローゾマッ林では,ﾡ葉除去施肥町は 

存績率が多少よかつたが,無施肥協,ことに添葉入ﾡは落式の商熟不良の 

ため, 生氏のﾡ化に加えてﾡのため消した。純上質のカラマッ林では, 

これ と反対に落葉混入施肥協の方が土坡性が改良されて多少存績率がよ かつ 

なた。ト ドマッ林では傾斜地の ものは激雪水や雨水のため,消失率が多かった 

が, 斜面iの上にの不け地の落業入無肥料阪はイ統がよかつた。

移ﾡ立の =ンジ ンの根の生提は,ストローブマッ 林が最 もょく, ついで 

カ シ ヤ林で, ト ドマッが最も不良であつた。ストロー ブマッ朴の中で生



長の最も よ いのは, 災除施肥Wで,1イiり坐:ボ If.ウg・ ついで落実 

入施肥Mが:13.3gである。 ち市の祈ポ述 20giに比べて s.お 〜 6.7 ﾡの

値を示している。アカシヤ朴では落業入施肥隔が:6.g, 落葉除去施肥“が 

4.5g, 落葉混入無肥 网 が 4.1 g で, 分解しやすいアカ シ ヤの落莫は混入した 

方が上壊條件が改良されて成級がよい。カラマッ林は網苗害のため比校し郷 

いが, 落葉混入施肥協は生長がよ く 4.5gである。トドーツ林もﾡ術と旋探 

のため比校し難いが,ﾡ斐除施肥Wは 3.5gで比核的よい生であつた。

iii b) 山括立の成ﾡ: u播の=ン ジ ンは前述のmで媒付良で, 初 

4口の消失が:多かつたのみならす, 氏もまた不良で, 炎2のように移ﾡ 

立の半に達しないものが多い。

表2 オタネニンジ ンの林内所化立ての版紙

54目 のM 統に 

成代の 3 割 7 分,1 反步常 り 約 5 権側の經費を要する他, 業間の撤布 除草, 

施肥などの女川も多い。朴内戦では排水不良なﾡ:地や, 肥浜地はﾡバ 

を蒙り やすいが,これにたいし楽州防除を行え, 城述適地の範Wもール流 

く, 妆代 も一•底多く なろう。しかしこの簡場城法を及するには色々の 

から介後さらに 松討を加 えなければならない。

Resume

We have experimented the cultivation of Panax Ginseng by simplytreat- 

ment in forest. The seedling ought to be santed at nurseryand then planted 
at forestry bed in secondary year. The clay or moisted soil must be avoided 

by fungi-injury. The cultivating one in white pine planting forest arc best 
growth which weight are 16.5 ～ 13.3gr. after four years planting lapse.

林 H 林令 刷開

オ た 幣 地 オク ネニンジン の

* 
―一(29)

w第Wﾡ 肥料
登灯濡

(em)
ストロープマ ッ林 4I4 0.9 除去 画 G.5 1.16 20.4 5

グ グ グ i 入 4.7 J.00 16.2 4
ニセアカ シャ林 324P 0.8 除去 3.2 0.83 17.8 70

泌入 3.1 0.77 18.2 69
ク ク 除去 無 3.1 0.80 16.6 71

グ グ i 入 グ 2S 0.74 16.0 07
カラッ林 41年 0.9 除去 施 2.0 0.08 10.8 5

グ グ i 入 り 2.4 0.74 12.7 7
・ ドマッ林 天然林 1.0 除火 無 1.7 0.00 11.0 51

グ グ i 入 _2 0.80 12.0 14

むすび

播和14日の=ンジンは繊羽で, 内寄や物, 瑞柱などの被安を被りや 

ナので, 林内では 1 年生苗の移植仕立が適當である。林内の養成我は耕林 

地との移ﾡと 除のﾡ利度であ るが, 地では行年の 日覆の施設に*



ﾡ1 オクネニンジンの生f形2
トドッ林下, *業ス, 無料, 54牛化立 萌芽性によ る生垣式木欄の造成について

圖 2 オクネニンジン の提

スト n ー プマ ッ林下, 5 4生

I な業勲, 施 移植仕文 I 海集入, 施肥,移怖化

I 落荣除重,施肥,播H化立 I ル楽入, 施, 播種

ITI..I I

On the Utilization of Hedge-palisade by 

Sprouting or Bending of Iree

(牧林業試験 第 ﾡ)

林業試驗場札快支場 

松井善ん

モ 利 朋 四 N ・
Yosmkt MATSUI and KATsusnm。 MORI

まえがき

鳳流を討像とする牧野, ことに 混牧林業の よ う な挑替では銀位:面積當 り の 

ﾡ流入が:少ないので, 木掃, に単などの施改に多大の親をかけることは 

場でない。破前は これら隔障施汝にたいして 多額の補助もあり,かっ廣い 

共同牧野•的な經走が 多かったが,飛後は牧町も 各側人の拠業純なの一環と し

て細分されるﾡ向にあるので,』位商ﾡ常り岡際物の延長が:大となり, これ 

が負推が一層かさむのである。隔障物の改良については昭和 17 年頃から鋼 

路試驗地で試験を進めてきたが,その中,鳥の放牧を対象とした生垣式隔隙 

物の造成 について取 り 読めた成績を述べよ う。

I 頭株状ﾡ芽を利用した木ﾡ

慶然樹は陽樹ないし牛陽樹が多いので,生長するにしたがい,枝葉が交錯 

し,魔ﾡ下のものは#れて位商ﾡ常りの朴木本数が急流に淡少してくろ。 

また廣葉樹は生長が底盛なので,立木を現狀のま ま根木と して森報張ると,

-6 -



森繰が大郷に術に"い込まれ, 途には切所されるおそオれ力:ある。しcかつて 

近距離に澤山の桐木ヒン:て,かつ相木が息朽しないように,練線が喰い込ま 

ないようにするには, 木を切所して切株に前させろ必災がある。

i) 1.8m5探

N 1 のように殺線 2 本を强る構では,伐採を一•般の木構よ り も多少5いI1 
に鋼所した。切株のﾡは初4同は 午置から前川川するが,次第に下部の も 

のは柿れて, 54「の現企では炎1のように, 胡芽は上端部に 多く,伸艮 も 

ま な」端部の呼盤な も の力: 普通で, カグモ, イクr, ミズナラなどはこの 

型であるが,カ ッ ラの上 うに切侏の各部分から旺盛に丽芽する ものもあり,

たミズキ, シナノキのように萌芽の數が少く,一仲長の劣る ものもある. 例 

路地方ではグケカバ, ッグイカバ, シラカバ, ケヤマハンノキ, リグなど

表 1 1採後 5 4目にcける1.8m 切株のル状況
W和1744上仙探

I7;i役 5～2Gcm 不均 9.5 cm

摘要 期ずの位置 上=1.8～1.2m, 中=1.2～0,Gm, 下=0.6m以ボo

樹 H
ル 芳 の 位 「L 1

數_Lに. Ih 1 下 上.」 中 1 ド
木 眦 乂 さ (m)

ア カグモ 15.5 7.0 1.0 3.41 1.03 0.42 11助芽性強 く 切株の 
下都の前芽のV制 イ ク ヤ 16.4 2.5 1.7 2.66 0.71 0.81 17

ナるもの ヤ チグモ 12.9 4.3 3.1 3.28 0.05 0.70 15
ミ ズナラ 19.0 3.0 2.0 3.5S 1.20 1.55 2

切枠の中部, 下部れ の頑力のいる ハ シドイ 13.9 2.4 7.6 2.07 0.96 1.30 1S
の 力 ッ ラ 9.7 9.0 5.3 2.11 1.79 1.65 3

工 ゾヤ マザクラ 8.0 1.7 2.32 0.81 3
切株の下部のル
の泊失しているも ヒ ロハノキハグ 5.5 0.7 — 3.44 1.44 一 10
の バ ッコヤナ ギ 11.0 3.0 2.:4 1.99 — 2

ハ・ ッギリ -1.0 — — 1.92 — — 2

ﾡず ﾡいもの
a ミ ズ キ 4.0 3.2 0.8 2.20 0.96 0.35 9

オ - -ベボゲイ ジュ 3.2 2.4 0.7 1.79 1.33 0.55 17

の樹ﾡは弱くﾡする ものが多いので, これ らのﾡれ 易い木はﾡ木と 

して遵けなければならぬ。 1.Sm の高さでは前芽は上方にのみ伸び,遠から 

すまた •切断しなければならぬので,ール低いI証tの代探が:おえ られる。

ii) 1.0mi;掃

一 •木張りの林線と就生せる萌芽とによつて,前場な岡P的の彼日をもたし 

める。崩媒の状態は前裕と大交ないが, 表 2 の ように切株が短かいので,ー 

K株の一ド部からも萌出する傾向が見られる。

表 2 述ばにょる 切株の川状況
探後44日 探期 M和19 44 上i

(ミ 然 生 印 幼 樹)

iii) 0.5mi代探

切株の多場合, 飛生する崩ﾡによつて成の逃亡を防ぐI的で, 伐痕高 

を 50 cm尚s とした。こ の法は カシヤ, ハリギリな どの森の あ る樹に適川 し 

て効果があ る。即ち切株の上に 伐探 した刑練林部を打ちつけ, 一方崩ずのﾡ 

生とによつ て幅障的 役目 を も たしむ る ので ある が,大型の ササ やボ 木の 多 い 

ところでは50cmは低くすぎるので, 8Ocm位。 商5 さとしなければならない。 

50 cm 尚と 1m5伐探とで崩媒の状態に は 人逃がない ようである。

の為 さ
(m)

切
川i 芽 
上

J 株 C 
不 製 

下
> f i 
川ずの」 

L

上 _
5 ド

ア カー モ 1.0
0.5

G.6
G.5

1.5 128
152

81
109

切株の位1mでは
上は 50～100cm
下は 0〜50cm

切株の位50cm-では
上は 25〜50cm
下は 0～25cm

供び歌は3〜S木

ヤ グモ 1.0
0.5

2.2
3.3

— 140
134 —

ヒ ・ ハキ ハ ダ 1.0
0.5

2.6
2.4

1.3
2.4

175
212

72
162

ハシドイ 1.0
0.5

9.0
3.3

'2.0 95
6s

147

8 一 -9-



iv) 卒切移Hの朋

崩媒させる適な切株が:ない場には, 附近の人然坐生木を※切りして, 鉄 

付で移怖し, ﾡ木として使川した方がよい。この場合の萌芽の伸長は根の切 

商, 移怖, ※切などの人ﾡ的影呼のために炎3のように運ﾡし,44生でも

然生の切株の 1/ 位の仲にﾡざないが,切株は耐久あるﾡ木と して役 

立つので,賞c的には 0.8m 尚5の*切と して移Mナる方が:上 い。

表3 旅切。統せる幅木の明芽生長*里過

採ロ期 M和110 4ル上仙

1 採 ;; 50cm

樹 林 切株の
位 i

ル# の と さ (cm) ルj 次 の 木 ﾡ___  
4H14P日 2日 3年日 4回 14日 24日 3年日

アカグe
上 部

18.6
55.3

28.9
91.0

30.7
145.7

44.7
151.6

11.2
17.0

0.:
1:.1

6s
11.s

4.
6.5

仕 *

|,l 生.

18.4
40.0

27.1
66.0

37.5
87.2

30.
100.3

11.5
18.5

0.2
1:.1

5.3
6

53
2.3

ヤチグモ

上 部 n 生

24.5
35.7

36.3
76.8

4s.:
120.2

60.:
133.S

5.S
4.3

4.1
•1.0

4.7
3.7

3.7
3.3

下 w q じ

8.9
36.5

16.0
14.7

25.3
21.5

31.0 4.5
2.0

4.4
0.8

4.3
0.3

3.2

摘交 ﾡの さは 大きい 方 上リ數えて 5 木 をイせ るものとすo 
供状 戦は. 役H10木先, n生8木宛。

I 曲木の萌芽を利用した柵木

ヤ ア ダモの よう に 弭力 の ある ﾡﾡ性の樹 を 曲 げて 人 工的な 山木の生垣を 作 

るのである。低温地の ように 木柵の腐れ 易く, 戦もまた崩しがちな例所 

に適 している。との 仙木の方法 として, I高山概 3〜5cm。 ヤチグ その桜 を切 

り拂つて,%伏に幹だけ曲げる方法と,枝の附着したまま曲げる 方法と を比地桜 

するに, 前者はは2, 4のようにﾡ小力:Iであるが, 後ﾡはWの小 

よ り 先の方は殆んど萌芽性がなくなっている。これにたいし交に1本づつ 

枝付のまft曲げ,次は立て木とし,曲げた木を結束する場合の萌芽性をみる 

に"な り に曲げたものに比べて多少曲芽はよいが,やはり曲げ部の中央よ り 

先端の 方 は 前 が:ん ど滅退 している。以上三番を通 じてﾡずの最 も 町盤 

なのは,-上ルナる樹液が:カープし,下除し始めるﾡの部である。

表4 ヤチダモ曲木の助却状況

ﾡげ後 5 4 日 ○期ずの生Y状況

(ミ然生効樹を移権 1 :24目 に出げる)
----------

供試 ﾡは8〜 16 木
山木の

前 ず o ﾡ生状況
Ill 木 の 位 R

H 類 4 の 然 i • 1111 け i 三 i
下 上 1元 平

a 〜 助か してい る不政の 別作 (の) 100 100 100 75 63
° 枝 

父
期 ず の*景ﾡ W I〜9 4〜7 2〜13 :〜9 2〜7

- 
rili " T均 1.4 5.S 7.6 5.3 4.4
木 打J 川 ず ○1均典 (cm) 34 6o 30 14 13

川ずの最大 o 不 (cm) 46 143 s4 7 19
明芽 してい る 木敷の割合 (の) 50 100 94 19

ク そ
期 分 の 木 製 純 u 1〜5 2〜6 2〜S I〜3

" 平均 2.5 3.3 3.4 1.7 —1111 こ.1. ま ル 芽 の ボ 均 J (em) 33 107 41 15 -
崩ずの大の不場(cm) 57 192 75 19 —
ルずしている 本駄の創合 (%) 100 100 00 50 10
ル の本敷 純 I 1〜6 4〜9 2〜9 1〜S 1

" T均 2.0 5.6 5.: 3.0 1
明 井 の T 1 乂 (em) 48 40 21 16 15
川ずの厳大の不(em) 75____ I 00 47 21 15

I 根の萌芽性を利用した木桐

根の萌芽性の强いハリギリ,=セブカシヤなどを根抑して, これらの判森 

あ る 前ずの救生に よ つて坐垣よ岡障物をﾡる のであ る。=セブカシ ヤのﾡ抑
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はﾡ木のい方が炎5のように生が:よく, また生ホルモン州 (a-インド 

ールサクサン) でﾡ則したものは, ﾡﾡ則のものに比して生が:よい。=七

カシ ヤはハリギリに比べて生が:ﾡめて よ い力:, 取害や児害に明 く ・ かつ 

理凍の害にかかりやす く,関性なので, むしろハリギリの方が生長は迎く て 

も限障物としての将來性があろう。ハリギリの根挿しは根の大きさや,その 

部分に よ つて明芽に弟はあるが,上壊條件かよ く,除草管理がよ ければ 34 

日には 1n近く仲し, 鋭い練と相俟つて隔隙物と して役立つものである。

表5 ﾡしせるニセアカシャ のル仲

山iしの長さ (em) 20 30
生其ホルモ ンとit 使川 ﾡ 使 川 ﾡ

期 芽 製 2.03 2.24 2.33 1.92 a-イ ン ドルサクサ
14目のT高(cm) 36.3 31.2 37.S 36.1 ン, 5000ﾡに一

" の大高 (em) 43.0 30.8 46.1 41.7 畫夜浸漬す。
ﾡﾡ 20 20 20 20
活 若 率 (9) 100 100 100 100

表6 ﾡ折しせる二七アカシヤとハリギリの N長紙過

(供訟ﾡ ニセブカレヤ20木, ハリギリ8木)

ニセプカシヤ ハリギリ
14 日高 さ (em) 37 28
2年 目 高 s (em) :00 65
3年 日高 2 (em) — 0S

Resume

We cxperimented tosct up は pile of hedge-palisade by the sprouting of 
sccondarydcciduous stem, namcly, clm, ash, oak, maple which are cuttcd a 
1.0m height:

The hcdgc-palisadc can be sct up by the bending stem of secondary 
Yachidamo-nsh which arc sprouting on bending one.

The palisade can be set up by the root-dividing planting of Pseudoacacia 
and Kalopanax which are useful for the thorny stem and ast after years of 
planting.

圏 1 切材の前芽性と利川した僧木
探45 II

間3 ハリ ギリ の 出山 の林地ﾡにゃ け る 1 の其

むすび

木ﾡや土坐は多額の縦を数するので, 現住ある樹木を活川し,なるべく 

廉仅に保続性ある生垣式木柵を作らなければならない。裸地でも隔障川とし 

てﾡのある木や出木の師性ある木や前性 く 生長の速い木を制えて生垣 

式木ﾡと した方がイ利な場合が多い。

-12- -13-



団2 ヤナ・グモ 1111 木 の ル ダ
トドマジ の造材步止 り について 

・

On the Log-utilizing percent of Todo-fir 
Stem

(北海道産樹木の測樹學的研究第4報)

林業試險場札幌支場

松 井 善 * 

篠 原 久 夫

Y<euki MATSUI and Hns。 SHINOHARA

まえがき

よ文は ・ド〜 ッ の拡ル太め止 り に關係する諸因「を分析して, これに檢 

討を加 えたも oで, 野機産 ・ドツ につい て立木ﾡは賞調 し, 樹幹材状表の 

映盗はないものとして, 代供,米太のびや型行九太求ﾡ込による設 

途な ど を協耐した も のである。丸太求优法は 木口白 •乘法と "央極に上 る場合 

と で異るが,兩者と も般短桜の平均役•にたいする檢尺の影舞や五分止端数切

に よ る括やや通に よる 影邪 を 伴って い る。

I 實質上の造材歩止り

り樹ル 件ル太の材ﾡには御が人らないので, トドマッの樹皮 

率を求めなければならぬ。樹皮はル太にないするものと,MA優を阪念 

とするW材前にたいするものとで黙るが:,立木にたいする量けりガ到媒 

となっているので,後者について計ﾡするに炎1のような価となる。

-14一 -15一



表1 トドッの樹X中(26)
財高直従にたいする 木材代の眺ル中 (報の"飛に」る)

B,6= I6.52 D»-0.-Ige(m し Dい=Bffic行cm, B,=樹* 9%)

的近
認 ﾡ 樹ル判 高6 税 Bル中 y 山:

高 御
樹ル料

(em) (o」 (em) (29- _(em) (9
8 11.5 以 8.3 40 7.2

10 10.0. 26 8.1 42 7.1 +の交計=5.52
12 10.0 28 7.0 44 7.1 - ・_=4.07_
14 0.6 :30 7.8 46 7.0 な=+0.85
16 ・.3 32 7.7 4s 6.9 代 i測 t
18 0.0 31 7.5 50 G.s 対計Mの遊の小均
20 8.8 :36 7.4 =土0.16
22 8.5 ； 38 7.3

表2a トドマツ の胸高血役 (cm) と ボ水の さ(尺)との HII2

—16 —

ii) 代供, 木: 代棋やボ木としてされる材もは」ド述の集約旋や叫犬 

の巧拙に關係するか,代供の さ はた基材の時期や会山ではtの多少に 

よつてなり, 冬季は嵇雪のため 多少伐採玷が高 く なっている。その他カイ 

メ ンダケなどの根俗尚や例木山新したﾡ上り木などの響もあつて, かなり 

の個がられるが:, 後拝のような特殊のものを除けば, *杯が試燃場時欄 

お流に記した衣 2 のよ うに紙しCN5ui代に比例して高くなつている。これ 

らの材林は中口博士著「樹幹析解」によって 

0・m 以下の 材ﾡを求め, 0. m と 代杯当 と の 

間の材械は ス リ ア ン氏の人で求めた。

つぎに,ﾡ級が:人となるに従い枝節が:太く 

梢端の 方がこ けて くること は時州18に記した 

か,これによつて2のょうに構婚が:木と 

してくされるﾡ向が:ある。

實 質上の 逃村された丸 太材税 は,木材t 
か ら樹 とボ木 と 代根 を 除いた もの で ある 

表2b [iiit径と供 
と木木とのM係

胸高直制 從根高 | 末木
(cm) | (cm) 1 (m)
24 46.9 3.36
30 4S.5 3.4s
36 50.3 364
42 52.0 3.S5
4s 53.7 4.1:
54 55.2 4.43
60 56.7 5.15

が, 丸太の 求出法によ つて 色々 の杰が.生じて く る。以 ドこれについて述べよ 

う。

I 丸太求積法の造材步止 りにたいする影響 

i)処行の不均極にたいするﾡの影響: 丸太の檢尺は木口の焼短役

* 3 並座強の平均徑にたいす る村積誤*率 (%)

ポ均径 cm = 0.:452 +1.0226 Dscm
木「I 自 采法に よ る (Ds=』畑)

一-I7-

ﾡ八御 

(す) a 根 尺 御 

(小)

材 積
i i 

(2o)
ﾡ八径 

(小)

材 称
誤 3 執 松八御 

(h)
材 ﾡ
蜜

3 -0.3 8 -7.7 13 -7.0 1S -67
4 -8.8 9 -7.5 14 -6.9 19 -67
5 -8.4 10 -7.4 15 -6.9 20 -6.6
6 -8.1 11 -7.2 ! 16 -G.s
7 -79 12 -7 17 -6.s



に上つていろので, 平•均林による實材植よ り も 多少少ない値となる。 畑行 

と平均径とは直線的な關係にあるので,これらは木口！」乘法のときは口來さ 

れて, 炎のように計ﾡされろが:, ル太の1材ﾡにたいしてはこれよりも小さ 

い値となる。

ii) 分:継数切に よ る括約の影響 : 丸太の檢尺は.乾燥に よ ろ納を 

見込んで五分括約の端数切捨となっている.これらの括約による影賃は檢尺 

役の小さいほど大で, 米n白系ではよ4のように示されろ。この括約の影

は米口白系法と 中央役とで異な り ・ 米口白案法によつたものは賞材ﾡにた 

いしではこれよ り一肘小さい備を興え, ・・杯によつたものはこ北に(を 

梁じたﾡとなる。しかし現(関行朴の分討像のゴに木ﾡ布にはiの止端数り 

捨を用いている局が多いので,括約影響がはぼ和役されて,この場介には括 

約誤差は省略することができる。

表 4 分 止. 端数切なにす る 折約調な* (%)

「ド采法にょる場へ

檢尺經

-(小

才 積
5 充 率
-(29)

凡御

(h)
材 秋 
訳 

(2る) ()

才 私
映 ﾡ H 

(22)
検尺例

(小)

3.0 -12.3 7.0 -55 11.0 -3.6 15.0 -26
3.5 -10.6 7.5 -5.2 11.5 -3.4 155 -2.5
4.0 -9.4 8.0 -4s 12.0 -3.3 16.0 -2.5
4.5 -8.4 8.5 -4.6 13.5 -3.1 1G.5 -2.4
5.0 -7.6 0.0 -4.3 13.0 -3.0 17.0 -2.3
5.5 -6.9 0.5 -4.1 1:3.5 •-2.9 17.5 -2.3
6.0 -0.4 10.0 -3.9 14.0 -2.s 18.0 -2.2
G.5 -5.9 10.5 -.7 14.5 -2.7 18.5 -2.1

iii) 延すのぶ: 丸太には乾燥後の收縮や,運材の際の トビ,カンの払 

傷を見込んで多少延寸をつけている。この延すは12八ル太では3寸,材

では 5 寸程度なので,これらの形呼は 1.5 〜 2.0% 内外とてよいであろう。

2 末口自乘法による影響：現行の丸太求請法は長•材を除けば,末"檢

尺 % を 由 來 I て それに 長さ を乗じて いる。これは木の自と中 の 間 而 

と が:一救す ろこと を前提と していろので,12八ル太では 1川常 り のu杯の 

細りは=D(-2_1) でよめられ, 炎5のように松八征が:小さいIど 

V /ノ
小となつている。 一般に 丸太の 1 IIllis り細りは O.S ～ 1.0寸の場合が多いの 

で, 旅尺役が小さいほど過小に,檢尺径が大きいほど過人な値を與える。い 

山行の細り を一様に野桃の ト ドマッ丸太の不均航&.07分とL て計算すれ 

, 炎Gのようになるが:, 元米細りは何級に例して大さくなろ傾向がある 

か ら 賞t際のﾡ は 多 少総和 されてくる。

※ 5 木「1法にcける獄理上の［ﾡの細り

12尺ものの1Iﾡﾡリ

_(小) (才)
1 ﾡ八ﾡ 

(h)
iC 役 の
ﾡ り

(寸)

松凡御 

(h)

i(C 御 の 1
ﾡ リり

(小)

। 松尺型 

(小)

iL 径 の
細 リ

时)

3 o.3s 7 0.s9 11 1.0 1.90
4 0.5l 8 1.02 12 1.52 .0 2.0:
5 0.04 9 1.14 13 1.05

'>7
2.16

0 0.76 10 1.27 *1 14 1.78 18 2.3s

表6 木「I法に よ る林積ﾡ料

19犬もの: iの額 り ,1間硫り 0.807 寸 

(F桃 トドマッ不均)

根八役 

(小)

材 和
課 方 中 

(22)
根尺御 

(h)
材 種 
ゐ 松尺倒

1 ()
ﾡ 秋 
調 ※ 単i 

(2%)
1 松八径 

(h) (2%)
: -20.9 7 +24 +10.5 I6 4-14.7
4 -11.9 8 +5.1 12 +IS 1 1o +15.4
5 -5.0 9 17.2 13 +12.9 17 +16.0
G -11 10 +9.0 14 +138 18 +10.6" ■ 1 --... .. ...-' ....

I 末口自乗法による造材歩止リ

以.上分析して製材ル止りのN子をﾡ合してﾡみ立てれ,炎7のような
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価iとなろ。 ち 12材で樹ボ,に供,代木と代,八の折ギの影パカ:山L 

術小なるほ どﾡ く 形呼するので, 役級や樹高時か人となるは ど込材ル止 り は 

大となる。但し立木材植の測定 を /分止救切によ った場へに はi これ 

だけﾡ材ル止 り が:人に と なつて くる。いま 事業的に地材步止 り が 7525 以.l.の も 

のを」, 75～55%を北, 55%以ドを不良として簡mに人別しよう。野の 

ト ドマツでは一般に 12丸太が:4〜Gと りで, 5と りの場合が多い。

表7 トドマッ丸太の造材步止.り
一 12凡丸大探材の場

pi 樹 一 
二 11、

仲代 ; 指 樹 
戊

木十 
优
i 

Iiに
ﾡに i.製kよ 
喷 社 ﾡ!な ﾡに 
(2る) (2%)

延上・小る 合
需怨 aa 八才 丸數 材ﾡを 名 木限 ドI よ米ろな に片 肝
(cm) (m) () (2の) (28) (29) (2%) (29) (29)

:30 20.0 4 100.0 -7s -9.2 +4.7 -6.1 -4.5 -15 75.6
40 2:.5 5 100.0 -7.: -S.5 +G.5 -5.7 -:3.4 -1.7 80.0
50 27.0 G 100.0 -68 -7S +S.1 -5.4 -2.8 -1.9 S:.5

表8 トドッの材止リ
a) 樹5防と 採 材: と 丸 A の 歩 小. 率 (%)

b) 的為直従級 と採材用連 と丸なの歩止 (2%) 
樹 高; W24m

_(m)

______丸 な の 材 : 玳
丸ル止中 

(夕%)I I 回 問

20.5 39.72% 31.8% 21.0% 7.52% % % 100.02% 75.0
24.0 33.3 27.2 20.8 13.2 65 100.0 79.6
28.0 30.1 24.3 19.7 14.6 8.6 2.7 100.0 S3.5

-20-

ﾡ 高 
i 径 
_(cm)

丸 太 の 採 才 付 前
丸火I止 
___ (29)___I I 町 IV V t

:0 32.2% 20.2% 21.2% 14.32% 0.2% 100.09% 77.5
•10 ::3.5 26.s 21.0 1:.4 5.3 100.0 80.0
50 :4.3 28.3 20.9 12.6 3.9 100.0 82.1

こ北らのル太はけのftによつて炎Sの上 う に材Hに人小があろ。例えば 

亡のル太1が:おのために拾てる場令介には,沙止: り は下乂は並となるが, 

二「の丸太では並となるのが:ポ通である。竹の丸太は 5捉ど りの場合に 

はこれ をて て も 少止: りは上となることが多 い。

I 長材を含めた造材の歩止リ

以上は計り: の便3: から 12 尺材のみを對象と L たが, 賞際機地方は地勢 

が:ゆるやかで, 道路かよく 長材の撤叩こ適していて,この地方の造材は加格 

の跡でイ利な材を材しているものが:多い。Jち炎9のように,1S, 20, 

2l, 22, 24八材などの電柱材や,裕染材, その他の土工川材を封象にして採 

材していろ。これらは」0cm報以上では多くはの一同がﾡ村をと り, 以 

ド, 12ものを探つている。ことに50cm殺では元の方で22, 18尺など

ま 9a ト ドツ丸太探村の一例 (A)
(野F従戦林 M利l1S4FoHE()

Mic径 40 ～ 6ocm

*"がぶ,,PグWXは元一塔で, 色々のさの処メを探り, 2,3,4, 
S.5ドざネ。。・ " M は "ハ*い G 尺い" もの—, 

額:繋蠶農農義或:"—7はX即ち元tが防採

丸大の具さ 
(八)

—

羽

—— -

法
X・12.12.12 

(尺)
X12-12-12-Y

()__
X・12・121:・Y.Z 

()
12X12-1212.YZ 

(尺) 合 計
9 2 1 1 4

12 : 16 5 24
18 7 G 5 4 2220 1 3 1 521 1 8 7 2 1822 1 1 2 42: 1 I24 2
叶t !」 36 24 7

*
80
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材を 2材していろ例 もああろ。比材( G m 川ち20 」.-卜.) のHH( 
神の白系に o.8 をかけてWmittと し,これに材を飛 じている。( It -/4 

の簡易化したもので, 材のよも法は1材#に近い価を興え ろこと は優代の 

研f究上 り 明らかである. しながつて, この場合は 米n白采に よ ろ訳が:ない 

ので, 少」止: り は如材 もの より ール小と なつて, 40 cmでは 76% ・5O)cm 

では 78% 内外と定してよい。 しか.1 て立木林ﾡが:i分止は切てによ 

つた場合に はこの造材歩•止り はほぼ 80% 内外とみて い。

表9b トドマッ地人採材の一例(B)
(r微が家# MaIIs WHイB) 

元tn, 二ﾡ日人ともに材の場命

ﾡ X.Y=12〜9八るの,Z=6尺火は0とする。

・ 1 2 :

・*

4
関 ; 直 御 (cm)

40〜44
w"t

46～50 152〜5G-------------------- 5S〜02

I 18
丸 大 

18
の と

X
さ (尺

Y 4
1 一一上 製k

I 1s 21 1 10 I
I 20 18 9 9 S 1
I 20 20 9 9 1

20 21 12 12 1
V 21 20 10 12 1

表9c トドマッ太探材の一例 (C)
(野幌試險林昭和18昨調布)

元 口 が短材で二番 目 が材の場合

摘災 Y=12～6尺もの, Z=6尺の丸太とするo

ェ 1 2 3 4 5 G
Ioii/Cイ(cm)

40～44 52〜56
互 ﾡ の 真 さ 函 优

I 6 18 12 12 Y 2 1
I 8 18 12 12 Y Z 1
I 9 18 12 12 Y 1
I 9 20 12 12 Y 1

V 野幌試験林における造材歩止 り の資測例

"Pもﾡな朴でmI和118 4に常時の研代係花間ﾡ地, 不秀地N氏が: ら査と 

なつて調された料によつて汁ﾡするに, トドマツの逃材歩止りは炎10 
やように示される。この航は:た水村ﾡは時の北海道路の針業樹立木村諾炎

ょつて, 『rsui杯は2cm括約, 樹がは1m折約でW川した。 九太材抗は 

現" の求積と同じで,桧尺 は飛短用,"•分止端數切捨,20八以下は木ロ系 

がに 5 つた。伐探木 M7 木の調小均の村少 り は s4% で, 関商山年との 

相開關係は 多少員であるが,あま り 明らかでない。表から 100%を超ゆるも 

"あろのはゴに太材ﾡの括約の影ﾡと樹ゆ胸崎形製の個米が: tNと処われ, 

一上供W上.のゴた木材ﾡ(が:賞材税よ り ﾡ少に定 さ れたの と 丸太材積の求横の 

(のつためであろう。 野幌燃朴は風のﾡい不地なのと, トドマッは904
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内卜のょ師C近的ば:ムミカ:.、邪に渋選lてさておリ, 從って約高修也は ・ 

般材弥上 り 多少過人な数値となっている こ と は林君武験場時惯 19就に * 

が:記ナる と こ ろである。從って,この制.在値は立木材状が實際よ り15 ほ ど 

少な価 と なつて い る ので,歩止 り が それ だけ過 人に なつて 示されたものと 

関う。Jち調布数の小分介は80〜85%の止:りとなつており, その7ﾡ 
は75〜905のに位している。 また 1006 を超えるものは継数の1025にあ 

たつていろ。

tすび

ト ドマツの拡材方法や必材ル太止:りiに開係する3IA了を分析して,各N 
广 の及ぼす影響の範圍 を檢时 した。これらの步止り は長材,短材などの探材 

法や立木材新の大小に よ つて和當の偽弟があ る。また立独や生育形態に よつ 

て, 立木の樹砕胸高5形数にﾡのが:像ﾡされるので, これ らの造材加上 り 

はさらに立木材物我と相關連して一む微雜な数字を示すであろう。

木調料については, 外業に常時の北海道業状燃場山:務:I花川勝地 

氏竝びに平佐秀雄氏の御援助 を いただ さ,内 飛のt算に は佐藤一弘氏城びに 

經帝研究宅各位の協力 をいただいた。こ こ に深遊な謝点を表する。

Resume

We researched the factor cffected uponthe log utilizing-percent ofTodo-fir 
in Noppor。 cxperimental forest. These utilization are variable by logginF 
method, length or diameter of log,standort condition, stoxck or top of stem, 
bark-percent, measured scale unit and mcasuring method of log-volumc.
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